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これまで多くの図書館を訪れた。それぞれが特

色ある「知」の宝庫としての相貌を持ち、私たち

の心に様々な形で訴えかけてくれる。

そのなかでもケンブリッジ大学の UL（Univer-

sity Library）について語ってみたい。

この大学図書館は、長い混乱と再組織化の旅路

を経て今日に至るが、現在の ULは古風な様式を

残したまま、Newtonという名の検索機の完備の

もとで、広範な８百万以上の図書を開架式で閲覧

できる。（貴重な書籍や人気の高い書籍は閉架式

閲覧である。）また大学の各学部や各カレッジ（学

寮）の１００以上の図書館の知的資源とも Newton

を通じて比較的自由に接することができ、その広

がりは途方もなく大きい。

ところで ULの開架式書庫では、目的の図書に

辿り着くまでにはかなりの慣れがいる。迷路と暗

がり、さらに特有な臭いに打ち勝たねばならな

い。また何十列もの長い書棚毎のタイマー付の電

燈スウィッチをつけ、それが切れる数分間で本に

辿り着かねばならない。その棚に本があれば幸い

で、最近では、本があふれ、置き場の変更や棚脇

のサイドデスクに仮置がざらである。やっと本に

辿り着き、一階のリーディングルームで読書に励

むことになる。しかし５、６階で本に辿り着くと、

長い距離を戻るのは時間が惜しく、書棚脇のサイ

ドデスクでページをめくることが多い。光は細く

かなりの暗がりで本を読んでいることに気付く。

このほの暗さにもやがて慣れ、落ち着いた雰囲気

さえ感じるようになる。時間が来て、５冊まで三

日間キープできるカードを挟み込み学寮へと戻

る。

この図書館に日々接していると、ほの暗い空間

に自らが溶け込むような感覚が訪れてくる。そう

して自己を枠づけていた知の障壁が薄れ自己の解

放を感じる。同時にここに集い学びの時を持った

人々との本を通じての交流を感じる。知の共同に

踏み入れたような嬉しさを率直に受け入れている

自分がいる。その感覚は図書館に深く踏み入れば

踏み入れるほど広がりを持ち、世界の知との相互

包摂という感覚がさほど大げさなものではなく、

確実にそこにあると思えるのである。

図書館とはそのような世界との相互包摂への入

り口であるということを、この ULは感じさせて

くれた。それ以来、どのような図書館でも、図書

館に足を踏み入れ、その特性とそこに備えられた

書籍と親しみ、語られている言葉との交流を始め

れば、そのような感覚が訪れてくるようになっ

た。私にとっての ULはそのことを教えてくれた

貴重な場となった。

（人間福祉学部長 人間福祉学部教授）

本書は、現象学に基づく福祉哲学の領域を

切り開く試みである。特に科学によっては捉

え難い「人格」をその軸芯

とすることによって、真の

福祉への道が、相互包摂情

況という特性を持つトポス

（場）へと続くことを解明

しようとする。

第５６号（２０１３年春）
祝卒業・
新入生歓迎号聖聖学学院院大大学学総総合合図図書書館館報報

図書館からはじまる
世界との相互包摂

牛津 信忠

著著書書紹紹介介

社会福祉における場の究明
―共感的共同からトポスへ至る現象学的考察

牛津信忠（著） 丸善出版２０１２年１２月

※この本は本学初の電子書籍として導入されまし
た。OPACから接続してご利用ください。

1― ―



図書館のお仕事？！図書館のお仕事？！

�2012年度の担当者に訊いてみました！
Ｑ 担当してよかったことは？
Ａ 授業と授業の間にアルバイトができたこ
と。移動時間を考えなくていいのでやりや
すかった。

Ａ ワードやエクセルの質問にも答えられるよ
うになりました。

Ｑ 利用者にお願いしたいことはありますか？
Ａ ヘッドホンの音もれに気をつけてほしいで
す。

Ａ 視聴覚ブースを申込みをせずに使っている
人がいます。利用票を記入してから利用く
ださい。

Ａ 申込や返却のときに、一言声をかけてもら
えるとうれしいです。

�2012年度の担当者に訊いてみました！
Ｑ 業務をしてみてよかったことは？
Ａ 配架の中で興味深い本に出合えたこと。
Ａ 図書館業務を実際に見て体験できたこと。
Ｑ 業務で大変だったことは？
Ａ 返却作業は慣れるまで大変だったけど、今
は早くなりました（笑）

Ａ 書架がいっぱいだったり、乱れていたり
で、返却や書架整理は大変でした。

Ａ ブックカバーをかける作業は、難しいけど
嫌いじゃない…？！

Ｑ よく受ける質問は？
Ａ 印刷方法やPCの使い方をよく訊かれます。

Ａ 本を探してくれとか…。一緒に探します。
Ａ オンラインレポートの提出方法を訊かれて
困りました。やったことがなくて…。

図書館のアルバイトをご存知ですか？2種類のライブラリー・アシスタント（LA）と呼ば
れる人たちが図書館で活動しています。今回は、そんな人たちの活動の様子を紹介します。

ラララララララララララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCC））））））））））））））））））））））））））））））
LA（PC）は、図書館３階のカウンターを担当。ノートPCの貸出や、視聴覚コーナーの利用を補助します。

パソコンについての質問にも対応。パソコンが得意な人や、これから得意になりたい人にオススメ？！ 授業の
空いた時間に担当しています。

２０１２年度は総勢１１名が交代で担当しました

ラララララララララララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシススススススススススススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間））））））））））））））））））））））））））））））
LA（夜間）は、図書館の夜間開館を補助するお仕事。平日の１７：３０以降や土曜日の午後に働いています。
主な業務は、資料の返却や、書架の整理、机の掃除、時にはカウンター対応など。図書館員になりたい人や、
図書館の仕事の裏側を知りたい人にオススメ？！

２０１２年度は他の２名とともに５名で担当しました
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�図書館職員の基本的な業務
〈サービス〉

�１階のカウンターでは資料の貸出・返却のほか
レポートの書き方やデータベースの使い方など

の相談も受け付けています。

�リクエストや ILL（他図書館からの資料の取り
寄せ）なども行ないます。図書館で欲しい資料

が見つからないときは、カウンターへご相談く

ださい。

〈資料管理〉

�リクエストや先生方からの推薦を受け、資料の
発注を行います。また書店から納品された資料

をシステムに登録し、バーコードを添付するな

ど、資料を利用できる状態にします。

�本の背中に貼られた請求記号どおりに書架に本
を並べます。書架の本がきちんと並んでいる

か、毎朝点検しています。

�季節の業務？！
〈ガイダンス〉

�授業のうちの１コマやAHなどの時間をいた
だいて、図書館ガイダンスを実施しています。

このガイダンスでは、図書館の利用方法や資料

の収集方法などを図書館員がやさしくご案内し

ます。主に春学期中に実施することが多いです

が、時には１２月や１月にも行ないます。個別で

受けたい方はカウンターへご相談ください。

〈蔵書点検・開館準備〉

�２月は蔵書点検を実施します。蔵書点検とは、
いわゆる棚卸しのようなもの。図書館に正しく

資料があるかどうかを確認する作業です。デー

タ処理期間中、図書館は休館となります。

�３月と９月には新学期に向けて、館内の整備や
書架資料の入替や整理などを実施します。

�「Library Guide」が一新
「Library Guide」が４年ぶり

に新しくなりました。資料の探

し方も盛り込みました。

�展示が充実？！
絵本架や書架に展示コーナーが増設されまし

た。さらには学科などとの連動企画展示も複数

開催するなど充実してきています。

２０１２年度の連動企画展示

�欧米文化学科AH連動企画
本からはじまったアメリカ黒人解放運動

�日本文化学科AH連動企画
平清盛 ～『平家物語』の世界～

�アドミッション課連携企画
わたしたちのブックレビュー ほか

�和雑誌継続の見直し
図書委員会を中心に和雑誌の継続について見

直しを実施。一般誌については利用状況アンケ

ートも初めて実施してみました。

�図書および絵本装備変更
図書資料の装備方法が変わりました。絵本や

ハードカバーのカバーを残すことで資料の顔が

わかるようになりました。

�学外発表「図書館雑誌」「DRF９」
『図書館雑誌』に「SERVE」に関する記事

が掲載されたほか、国立情報学研究所で開催さ

れた新任担当者研修では本学職員が講師を担

当。また DRF９全国ワークショップでも事例

報告を行うなど、学外での発表等が活発に行な

われました。

�「SERVE」２０００件突破
登録コンテンツが２０００件を突破。記念インタ

ビューは副学長の標宣男先生でした。この様子

は、SERVE（http : //serve.seigakuin-univ.ac.jp/reps/）

で見られます。

�トイレ改装
２階女子トイレの洗面台が改装され、使いや

すくなりました。

図図書書館館職職員員のの仕仕事事もも
見見ててみみままししょょうう！！

寄贈資料
牟田隆郎先生、聖学院大学後援会より寄贈をい

ただきました。ありがとうございました。

図書館・２０１２年度の活動

ぱぴるすNo.56 2013.3
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資料借用 １６８

（内、学生・院生 ３２）

資料貸出 ３５

複写依頼 ４３２

（内、学生・院生１５４）

複写受付 ３２７

紹介状発行 ２０

（内、院生 ９）

紹介状受付 １

視聴覚コーナー利用 １，７４８

館内ノートPC貸出 ６，６１０

文献検索 ４２

� その他（他館との協力等）
（２０１２年４月１日～２０１３年１月３１日）

所属・学年 図書（製本含む）未製本雑誌 CD

ア メ ・ ヨ 文 化 後３年 １１４

２４
１
０
０
６
３１
０
０
１６
１
７９
３
２
１８
０
５
０
１
２７
３
３０
１
４
３
８
２
０
８
４
１２
０

２６
８
３
０
１
１７１
２５０

０
０
３
０
５
０
３
０
０
１
１２
９
１
２１
１
２
６
９
４
２３
４４
３３
１３
７
１２
４
０
２
７
１１
７

１
２
１２
１
２
２３４
２４６

後２年
後１年

２６
１６６

２年 １９６
１年 ７４

人 間 福 祉 ２年 ３０
１年 １８０

科 目 等 ５１
大 学 院 生 小 計 １，１６８
政 治 経 済 ４年 ４３３

３年 ７２５
２年 ３３８
１年 ３７３

コミュニティ政策 ４年 ２１２
３年 ３５９
２年 ３３９

欧 米 文 化 ４年 ８６１
３年 １，０３３
２年 ６０５
１年 ４１２

日 本 文 化 ４年 ８７２
３年 １，７１５
２年 １，１０５
１年 ５１０

児 童 ４年 ９７１
３年 ９０２

人 間 福 祉 ４年 ３５８
３年 ３８６
２年 ３２３

政 治 政 策 ２年 ５１
１年 ２８０

科 目 等 ４１
学 部 生 小 計 １４，６４２
院 生 ・ 学 生 合 計 １５，８１０

� 館外貸出冊数：学科・学年別
（２０１２年４月１日～２０１３年１月３１日）

２年
１年

５６１
４９９

１年 １８８

１年 １３１

２ ０こ ど も 心 理 １年 ３９０

� その他の蔵書資料数
和雑誌（紀要・寄贈含） ４３１ カセットテープ １，０７２
洋雑誌（寄贈含） １１９ ビデオ・LD･DVD ３，０２３
スライド ３４ CD １，２１６
マイクロ資料 １８，８２５ CD-ROM ７３５

� 蔵書冊数
和書 洋書 合計

総記 １１，３４２ １，４５５ １２，７９７
哲学・宗教 ２１，４５４ １６，１２６ ３７，５８０
歴史・地理 １８，８４８ ３，３３０ ２２，１７８
社会科学（含教育学・福祉） ８０，７７４ １８，４６６ ９９，２４０
自然科学（含医学） １５，２７９ １，２９５ １６，５７４
工学（含家事） ５，０２３ ４７７ ５，５００
産業 ５，４５２ ４７０ ５，９２２
芸術（含楽譜） １０，３７１ ９１７ １１，２８８
語学 １１，１１２ ２，９３０ １４，０４２
文学 ４２，００６ １４，２４６ ５６，２５２
その他 １０，０７０ ５，２５１ １５，３２１
合計 ２３１，７３１ ６４，９６３ ２９６，６９４

和書 洋書 合計
総記 ５４９ ０ ５４９
哲学・宗教 １，９９４ ２６ ２，０２０
歴史・地理 １，０４７ ２ １，０４９
社会科学（含教育学・福祉） ５，５３６ ３０ ５，５６６
自然科学（含医学） ５９８ ７ ６０５
工学（含家事） ３０９ ０ ３０９
産業 ２２６ ０ ２２６
芸術（含楽譜） ８８７ １ ８８８
語学 １，００４ ２０ １，０２４
文学 ２，５７９ ９ ２，５８８
その他 ９７０ １６ ９８６
合計 １５，６９９ １１１ １５，８１０

� 館外貸出冊数（図書・製本雑誌）：分類別
（２０１２年４月１日～２０１３年１月３１日）

学生・院生・履修生のみ

� 図書館の推移
学生数 蔵書数 年間受入冊数 開館日数 貸出冊数 図書費

２０１２
２０１１

２，５１３
２，６７７

２９６，６９４
２９３，１４８

４，２６１
４，９３０

２８３
２７５

１５．８
１６

１１，８１５
１９，７２３

２０１０ ２，７６８ ２８８，６２９ ５，１１６ ２８８ １６ １８，４６０
２００９ ２，７２４ ２８３，６１０ ５，０４２ ２８１ １６．９ １８，７６１
２００８ ２，８２７ ２７７，５０６ ６，５７０ ２８０ １７．６ ３０，５８３
２００７ ２，８７５ ２７３，８７７ ８，１４８ ２７６ １７．９ ３２，２６７
２００６ ２，９６９ ２６４，６７３ ７，８６９ ２３６ １９．５ ３２，３４５
２００５ ２，９６８ ２５４，９２１ ６，８７８ ２３２ １８．４ ２９，７００

２００３ ２，９２９ ２４２，３６８ ６，２２０ ２７５ １７．６ ３０，３４４
２０００ ２，５４９ ２１９，３６８ ６，７６９ ２７４ １８ ３５，８０５

１９９０
１９８５

１，７６９
１，００５

９６，７５２
５１，０００

８，１９５
５，０４３

２８０
２８４

１１．８
１０．１

２２，６５０
１２，３９９

１９８０ ８７７ ３６，０００ ２，５９９ ２３６ ６．８ ７，５８８

人 冊 冊 日 千冊 千円

１９９５ ２，１３７ １６３，５０６ １３，４３８ ２７１ ２１．５ ３９，７００

１９７５ ７６３ ２２，０００ ４，２６５ １８３ ３．５ ３，７５４

規程の変更に伴い、１９９９年以降は消耗品図書も含めた冊数とした。
１９６７ １２５ ７，０００ 〔２４７〕〔１．４］ 〔１３８０〕
１９６８ ２５６ １０，０００ ２，８３８ 〔２４７〕〔１．４］ 〔１３８０〕

２００４ ２，９３８ ２４７，２５０ ８，２８７ ２７５ １７．５ ３０，４００

２０１２年図書館の統計
（２０１３年１月３１日現在）

発行・編集 聖学院大学総合図書館
〒３６２‐８５８５ 埼玉県上尾市戸崎１番１号
電話０４８‐７２５‐５４６１ FAX０４８‐７８０‐１０９６
E-mail : lib@seigakuin-univ.ac.jp
URL : http : //seiglib.seigakuin-univ.ac.jp/
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